
避難のあり方検討会
最終まとめ 総括

いのちを「まもる」
いのちを「つなぐ」

矢守 克也
京都大学防災研究所教授（副所長）

今日のメニュー

•自己紹介
•いのちを「まもる」 「つなぐ」

•「まもる」：福知山での取り組み
•「孤立」の実態：能登半島地震、熊本地震など
•「孤立」から「自立」へ向けて
•「つなぐ」：福知山での取り組み
•避難所で、家庭で、クルマで



いのちを「まもる」

（西日本新聞社提供）

大江町在田に設置の浸水センサー

内水氾濫

テーマ１ 避難のスイッチとなるどんな情報をどのような形で発信するのか！

浸水センサー設置自治会

設置台数設置自治会
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整理番号
1.2.5
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第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から



『福知山市防災』アプリ…19,326人登録
（R7.1末現在）

福知山市民の約4人に1人がダウンロード！
※令和7年1月福知山市人口 74,390人

テ
ー
マ
２

高齢者や災害時要配慮者等に情報をどのように伝えるのか！
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整理番号
14第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から

テーマ３ 高齢者等の災害時要配慮者など、住民をどのように誘導するのか！ 整理番号
15.17.19

サポーター募集
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移送サポーター23人 避難生活サポーター22人

要支援者290人に対して不足

第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から



お送り

社会福祉施設、福祉有償
運送団体が所有する車両

避難生活
サポーター

避難生活の見守り 避難生活サポーター

移送サポーター

避難行動要支援者

お迎え

避難

広域避難所、福祉避難所

①
福祉車両借用

②

③

④
避難生活

⑤

福祉有償運送ネット
ワークを持つシェア福
知山会議にサポーター
の養成を委託

福祉車両の借用につ
いて、社会福祉施設
より承諾いただく。

今後増加する避難者数
を踏まえ、福祉避難所
の追加指定を調整中。

地域福祉の推進を図る
団体や住民との繋がり
が深い社協にサポー
ターの養成を委託

“デイサービス避難”
一体的な避難支援体制を構築し、
実効性のあるプランをめざす！

テーマ３
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高齢者等の災害時要配慮者など、住民をどのように誘導するのか！ 整理番号
15.17.19第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から

いのちを「つなぐ」



【災害関連死の割合】

【能登半島地震】
３０７／５３５人

【熊本地震】
２２２／２７０人

①車中
3:00-7:00

自宅1:30-3:00

②テント
7:00-13:00

③ホテル
13:00-17:00

④高校
17:00-24:00

24時間で4箇所
「地域の避難所
へ」という訓練
だけでいい？



「孤立」転じて
「自立」へ向けて

要支援者避難訓練

テーマ４
テーマ５

避難先はどうするのか！
避難所の受け入れ体制・運営はどうするのか！

整理番号
33

R6.12.8 グリーンビラ夜久野
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R6.12.8 グリーンビラ夜久野

R6.6.1 五十鈴荘 R6.9.14 三和荘

第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から



日
場

時：令和６年10月27日（日） 9：00～12：00  
所：三段池公園総合体育館

参加機関：福知山市、京都府、医師会、看護協会、日本赤十字社、京都ＪＲＡＴ、ＤＷＡＴ、男女共同参画センター、
社会福祉協議会、陸上自衛隊、庵我地区住民など

保健医療福祉調整支部訓練 災害医療救護訓練

テーマ４ 避難先はどうするのか！
テーマ５ 避難所の受け入れ体制・運営はどうするのか！

マンホールトイレ設営訓練

給水訓練 災害VC運営訓練 炊き出し訓練

京都府総合防災訓練 兼 福知山市地域防災訓練

-25-

整理番号
34

第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から



もしも災害で、電気・ガス・水道のライフラインがストップしてし
まったら、自宅での生活はどうなるか。夜間に３時間（ 時～）限定
の「被災体験」をして、もしもに備えてみませんか？備えているつも
りでも、見逃していることが見つかるかもしれませんよ！



午前８時から翌日午前８時までの２４時間

テーマ４
テーマ５

避難先はどうするのか！
避難所の受け入れ体制・運営はどうするのか！

炊き出し体験

-21-

準備の様子

起震車体験

エコノミークラス症候群予防体操

工作体験

整理番号
26

第４回福知山市避難のあり方推進懇話会（ 年 月開催）における資料から



「健康×防災」のこころみ
防災リハ教室：「動けるからだが一番の防災グッズ」

＠高知県四万十町



2024年度の成果

6分間連続歩行／
四万十町の2つの集落

1回目(6月)の測定の平均値：352.11m
中間(9月)の測定の平均値：355.53m
最終回(3月)の測定の平均値：366.32m

14.21mの増加！

６分間連続で歩き続け
られる距離を測る

(m)

m

14.21mも
増加！

足腰が強化されている！
より遠くまで長い時間しっかり避難
できるようになっている！

m

m

国土交通省「東日本大震災での徒歩避難者」
平均避難時間： 分

平均移動距離： メートル
平均移動速度： ／秒

日本大震災の津波被災現況調査結果(第３次報告)」
http://www.mlit.go.jp/common/000186474.pdf 

平均速度1メートル／秒

ありがとうございました


